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Abstract
Natural language processing technology has devel-

oped remarkably, but it is still difficult for comput-
ers to understand contextual meanings like humans.
The purpose of our work has been to construct an
associative concept dictionary for Japanese verbs and
make computers understand contextual meaning ac-
curately. As one of its applications, we constructed
an automatic system which can estimate elliptical
words. This article presents the result of comparing
estimated words in some sentences from weblogs by
the system to the associated ones by humans.
Keywords — Associative Concept Dictionary,
Association Experiment, Verb

1. はじめに
人間は言葉を話す或いは書く際に言葉の背景に

ある膨大な情報を一般的な知識として利用するた
め，コンピュータの言語理解機能を人間に近づけ
るには，人間が持つ複雑で膨大な言語関連情報を
体系化したものが必要である．既存の連想概念辞
書（以下，名詞連想概念辞書）[3]は，そのような
言語情報を名詞について体系化したもので重要文
の抽出 [4]や多義性の解消モデル [5]，創造的デザイ
ンの分析 [2]など多岐に渡って応用されている．し
かし日常の文脈で動詞が意味理解の重要な役割を
果たすため，本研究では動詞連想概念辞書を構築
し，省略語を推定するシステムを試作し，有効性
を確認した [6]．本稿では，試作段階と比べてより
人間に近い意味処理の過程を加味したシステムを
用いてブログコーパスの文に対して省略語を推定
し，人間の推定した内容と比較していく．

2. 動詞連想概念辞書
動詞連想概念辞書は，動詞を刺激語した連想実
験から得た情報を用いて構築しており，232語の
動詞に対して連想語数が約57,000語，異なり語数
が約15,000語となっている．連想実験では，刺激語
を小学校の国語の教科書で扱われている動詞 [1]と
し，「動作主」「対象」「始点」「終点」「時点」「場
所」「手段」「様態」「理由」「目的」の深層格からそ

の一つが課題として一緒に提示されるため，被験
者は刺激語動詞の深層格に入る単語を連想する．
被験者は湘南藤沢キャンパスの大学生と大学院生
を対象にしている．さらに名詞連想概念辞書 [3]と
同様に刺激語xと連想語yの間の連想距離D(x, y)
を式(1)のように定量化している [6]．
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F (x, y)は刺激語xに対して連想語yが連想された
頻度の逆数，S(x, y)は連想語yが連想された順位
siの相加平均を表している．またF (x, y)は補正値
δを分母に加えることで正規化しており，被験者
数Nを大幅に増加させた時に連想した人数nが少
ない場合，F (x, y)が極端に大きくなるのを防いで
いる．

3. 省略語推定システム
構築した特定の深層格に関する省略語を推定す

るシステムの概要を図1に沿って述べる．

図 1 システムの概要

まず省略語を含む文に対して形態素解析を行い，
述語動詞に対して動詞連想概念辞書を用いて指定
した深層格に対応する連想語を抽出して省略語の
候補とする．次に，文中の全ての名詞に対して，



名詞連想概念辞書 [3]を用いて深層格と対応させた
概念（ここでは「環境概念」と「部分・材料概念」）
の連想語や逆引きとして得られる刺激語を抽出す
る．この際に抽出する連想語や刺激語の名詞に対
して「上位概念」の連想語や，「下位概念」の逆引
きで得られる刺激語つまり上位語に対して連想距
離が小さい単語も全て抽出する．これらの内，省
略語候補と共通する語が最終的に省略語として確
信度付きで出力される．出力の際に，省略語に対
する動詞連想概念辞書の連想距離LV (LV ≤ 1)[6]
と名詞連想概念辞書の連想距離LN (LN ≤ 1)[3]を
用いて式 (5)のように設定した確信度c(0 < c ≤ 1)
の降順で出力される．
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1

LV LN
(LV LN 6= 0) (5)

出力される語で最も高い確信度cmaxを用いて確
信度の閾値をcmax/3と定め，確信度の低い単語の
出力を防いでいる．例えば，「財布を忘れたから友
達から借りた。」という文に対して「借りる」の対
象を推定した際は，「金（かね）」と「手」が省略語
として出力されようとするが，確信度がそれぞれ
0.255と0.015のため，閾値により「金（かね）」の
みが出力される．

4. システムの評価
省略語推定システムの評価を行うために，ブロ

グで実際に用いられている文を課題文として省略
語の推定を行った．推定する深層格は「対象」「手
段」「場所」であり，各々10文ずつ計30文の課題文
をブログコーパスから抽出した．そしてシステム
が推定した語と被験者が省略語として推定した語
を比較した．

表 1 「調べる」の「手段」に対する推定結果

人間による推定 システムの出力
単語 LS 単語 c

インターネット 1.34 インターネット 0.055
本 2.75 本 0.046
雑誌 5.33 雑誌 0.023
辞書 5.67 アンケート 0.019
新聞 5.67
アンケート 6.00

表1は，課題文「売るためだけに興味のないこ
とや商品を調べる」に対して「調べる」の「手段」
を推定した結果である．評価する上で被験者が推
定した単語の頻度と順位から式 (1)を用いて文と
単語間の距離Lsを算出した．この距離Lsが小さい
程連想され易いことを表している．システムの推
定した単語と被験者が省略語として推定した内容

を比較した結果，表2のようになった．本研究では
システムが出力した単語を被験者が省略語として
推定していたものを正解語としており，正解率は
全出力語数のうち正解語数が占める割合である．

表 2 システムの正解率

深層格 出力語数 正解語数 正解率(%)

対象 34 21 61.8
手段 29 20 69.0
場所 20 18 90.0
全体 83 59 71.1

5. 考察
全体の正解率より，本システムの有効性が示さ
れたとともに両連想概念辞書を組み合わせて用い
ることで，動詞と名詞の意味ネットワークがシス
テム内で実現できていると考えられる．しかし，
深層格によって正解率に隔たりが生じており，特
に「対象」に関する出力は正解語の他に誤った語
が多かったことが分かる．このシステムにニュー
ラルネットワークを組み込み，活性化拡散モデル
を実装することで，このような不要語の出力を抑
えられる可能性がある．そのため，より人間の意
味理解過程に近いシステムの構築に取り組み，い
ずれは人間の意味理解過程の同定に繋げていき
たい．
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